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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第19期

第３四半期累計期間
第20期

第３四半期累計期間
第19期

会計期間
自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日

自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日

自 平成27年６月１日
至 平成28年５月31日

売上高 (千円) 1,423,376 1,776,062 2,114,524

経常利益 (千円) 177,000 204,254 240,422

四半期(当期)純利益 (千円) 113,119 135,647 164,261

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 335,164 335,164 335,164

発行済株式総数 (株) 727,500 727,500 727,500

純資産額 (千円) 1,300,888 1,480,622 1,369,000

総資産額 (千円) 2,254,292 2,664,903 2,396,003

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.27 18.65 23.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 18.37 ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.6 55.5 57.0
 

 

回次
第19期

第３四半期会計期間
第20期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成27年12月１日
至 平成28年２月29日

自 平成28年12月１日
至 平成29年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.49 3.27
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、第３四半期連結会計期間等に係る主要な経営指標等

の推移については記載しておりません。

　  ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　第19期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載してお

りません。

６　平成29年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式1：10の割合で株式分割を行っております。第19期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社エムビーエス(E00323)

四半期報告書

 3/17



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善及び賃金・雇用環境の持続的な改善がみられる一

方で、個人消費低迷の長期化と、米国新大統領就任に伴う政策変更や英国のＥＵ離脱問題等の国内景気への景況

等、依然として、不透明感を払拭できない状況となっております。　

当社が属する建設業界におきましては、公共投資、民間投資は堅調に推移しているものの、資材価格や労務費と

いった建設コストの高騰が工事収益を圧迫するなど厳しい状況も続いております。

このような状況において当社は、既存店におけるパートナー（工務店等）との関係強化を継続して取り組み受注

拡大を図って参りました。また、原価低減と経費削減、工事採算性を重視した受注方針の徹底や施工管理のほか、

品質・技術の向上に努めるとともに人材採用及び育成にも積極的に取り組み、業容拡大と収益力の向上も図って参

りました。

これらにより第３四半期累計期間における売上高は、1,776,062千円（前年同期比24.8%増）、営業利益は、増収

による売上総利益の増加に加えコスト圧縮効果もあり170,895千円（前年同期比7.7％増）となりました。また経常

利益は、当社太陽光発電による売電収入28,268千円、助成金収入10,219千円、外国社債に関する有価証券利息

9,236千円のほか、減価償却費19,485千円、支払利息1,862千円の計上等により204,254千円（前年同期比15.4％

増）、四半期純利益は、135,647千円（前年同期比19.9％増）となりました。

 

（ホームメイキャップ事業）

ホームメイキャップ事業におきましては、ホームメイキャップ工法による内外装リフォーム工事等の増加によ

り、売上高は1,667,038千円（前年同期比25.0％増）となり、セグメント利益は280,541千円（前年同期比7.5％

増）となりました。

 
（建築工事業）

建築工事業におきましては、新築及び改修工事等が増加したため、売上高は107,436千円（前年同期比20.9％

増）となり、セグメント利益は8,924千円（前年同期比30.3％増）となりました。

 

（その他）

ＦＣ加盟店に対するコーティング材等の販売に関する事業等で構成されるその他の事業におきましては、材料販

売等の増加により、売上高は1,588千円（前年同期比77.8％増）となり、セグメント利益は222千円（前年同期比

37.9％増)となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における資産の部は、前事業年度末に比べ268,900千円増加し、2,664,903千円となりま

した。これは主に、未成工事支出金213,420千円の増加、有形固定資産40,680千円の増加、現金及び預金23,953千

円の増加、受取手形19,517千円の増加、投資有価証券34,568千円の減少等によるものであります。

負債の部は、前事業年度末に比べ157,277千円増加し、1,184,280千円となりました。これは主に、支払手形

224,552千円の増加、工事未払金85,408千円の減少、未払法人税等12,778千円の減少、長期借入金66,204千円の減

少等によるものであります。

純資産の部は、前事業年度末に比べ111,622千円増加し、1,480,622千円となりました。これは主に、利益剰余金

135,647千円の増加、その他有価証券評価差額金24,025千円の減少等によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、5,228千円であります。

 なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,478,000

計 2,478,000
 

(注）平成29年２月28日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行

可能株式総数は、22,302,000株増加し、24,780,000株となっております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年４月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 727,500 7,275,000

東京証券取引所
(マザーズ市場)
福岡証券取引所
(Ｑ－Ｂｏａｒｄ

市場)

単元株式数は100株であ
ります。

計 727,500 7,275,000 ― ―
 

(注)１ 平成29年２月28日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で１株を10株に株式分割いたしました。こ

れにより株式数は6,547,500株増加し、発行済株式総数は7,275,000株となっております。

２「提出日現在発行数」欄には、平成29年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月１日～
平成29年２月28日

― 727,500 ― 335,164 　― 315,794
 

(注) 平成29年２月28日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で１株を10株に株式分割いたしました。これ

により株式数は6,547,500株増加し、発行済株式総数は7,275,000株となっております。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ―
―
 

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　727,500 7,275
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 727,500 ― ―

総株主の議決権 ― 7,275 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成28年12月１日から平成29年

２月28日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年６月１日から平成29年２月28日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年５月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年２月28日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 584,089 608,042

  受取手形 96,867 116,385

  完成工事未収入金 386,874 359,546

  売掛金 15,324 27,751

  未成工事支出金 101,201 314,621

  仕掛販売用不動産 6,210 6,464

  原材料及び貯蔵品 15,401 15,360

  その他 27,471 32,066

  貸倒引当金 △5,651 △4,813

  流動資産合計 1,227,787 1,475,425

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 395,240 417,334

   その他（純額） 295,549 314,135

   有形固定資産合計 690,790 731,470

  無形固定資産 1,626 2,890

  投資その他の資産   

   投資有価証券 326,293 291,724

   その他 154,726 169,908

   貸倒引当金 △5,221 △6,517

   投資その他の資産合計 475,798 455,116

  固定資産合計 1,168,215 1,189,477

 資産合計 2,396,003 2,664,903

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 － 224,552

  工事未払金 263,944 178,535

  買掛金 40,065 45,937

  1年内返済予定の長期借入金 88,272 88,272

  未払法人税等 48,985 36,207

  完成工事補償引当金 58,367 64,334

  その他 121,214 223,651

  流動負債合計 620,849 861,491

 固定負債   

  長期借入金 316,360 250,156

  資産除去債務 5,802 6,059

  その他 83,990 66,573

  固定負債合計 406,152 322,788

 負債合計 1,027,002 1,184,280
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年５月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年２月28日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 335,164 335,164

  資本剰余金 343,931 343,931

  利益剰余金 606,455 742,103

  株主資本合計 1,285,551 1,421,198

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 81,049 57,024

  評価・換算差額等合計 81,049 57,024

 新株予約権 2,400 2,400

 純資産合計 1,369,000 1,480,622

負債純資産合計 2,396,003 2,664,903
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年２月29日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成29年２月28日)

売上高 1,423,376 1,776,062

売上原価 947,442 1,225,726

売上総利益 475,933 550,335

販売費及び一般管理費 317,281 379,440

営業利益 158,652 170,895

営業外収益   

 不動産賃貸収入 3,202 3,226

 有価証券利息 10,246 9,236

 売電収入 20,545 28,268

 助成金収入 10,423 10,219

 その他 2,016 7,937

 営業外収益合計 46,433 58,888

営業外費用   

 支払利息 2,602 1,862

 売電費用 1,018 1,822

 減価償却費 14,281 19,485

 貸倒引当金繰入額 1,794 -

 株式交付費 8,153 -

 その他 235 2,358

 営業外費用合計 28,085 25,529

経常利益 177,000 204,254

特別利益   

 固定資産売却益 953 -

 特別利益合計 953 -

特別損失   

 投資有価証券評価損 1,850 -

 特別損失合計 1,850 -

税引前四半期純利益 176,104 204,254

法人税、住民税及び事業税 61,797 70,259

法人税等調整額 1,187 △1,652

法人税等合計 62,985 68,606

四半期純利益 113,119 135,647
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【注記事項】

(追加情報)

　　　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日)

減価償却費 18,688千円 28,595千円
 

 

(株主資本等関係)

　 前第３四半期累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

　 　 株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成27年８月12日を払込期日とする公募による新株式発行及び自己株式処分を実施しました。この

結果、当第３四半期会計期間末において資本金が150,152千円、資本準備金が150,152千円、その他資本剰余金

が28,136千円それぞれ増加、自己株式が11,904千円減少し、当第３四半期累計期間において資本金が335,164千

円、資本剰余金が343,931千円となっております。

 

　 当第３四半期累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成29年２月28日)

　   該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

　報告セグメント
その他
（注）

合計
ホームメイ
キャップ事業

建築工事業 小計

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,333,623 88,858 1,422,482 893 1,423,376

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,333,623 88,858 1,422,482 893 1,423,376

セグメント利益 260,999 6,849 267,848 161 268,010
 

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＣ加盟店に対するコーティング材

等の販売に関する事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 267,848

「その他」の区分の利益 161

全社費用（注） △109,357

四半期損益計算書の営業利益 158,652
 

　　　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成29年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

　報告セグメント
その他
（注）

合計
ホームメイ
キャップ事業

建築工事業 小計

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,667,038 107,436 1,774,474 1,588 1,776,062

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,667,038 107,436 1,774,474 1,588 1,776,062

セグメント利益 280,541 8,924 289,466 222 289,688
 

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＣ加盟店に対するコーティング材

等の販売に関する事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 289,466

「その他」の区分の利益 222

全社費用（注） △118,792

四半期損益計算書の営業利益 170,895
 

　　　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
至 平成29年２月28日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 16円27銭 18円65銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 113,119 135,647

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 113,119 135,647

    普通株式の期中平均株式数(株) 695,336 727,500

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 18円37銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(株) ― 108,040

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) １　前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、平成29年４月１日付けで普通株式1株につき普通株式1：10の割合で株式分割を行っております。前

事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年４月10日

株式会社エムビーエス

取締役会  御中

三優監査法人
 

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   吉   川   秀   嗣   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士  　 堤 　　　剣　　吾　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エム

ビーエスの平成28年６月１日から平成29年５月31日までの第20期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年12月１日から

平成29年２月28日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年６月１日から平成29年２月28日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムビーエスの平成29年２月28日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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